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〒807-0803 北九州市八幡西区千代ケ崎1丁目13-20
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〒807-0801 北九州市八幡西区本城1丁目5-12
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TEL 06-6573-8931  FAX 06-6574-5253
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〒917-0077 福井県小浜市駅前町15-35
TEL 0770-53-3435  FAX 0770-52-5628

名古屋営業所

〒468-0836 名古屋市天白区相川2丁目11
TEL 052-892-9962  FAX 052-892-9965

東京営業所

〒144-0056 東京都大田区西六郷4丁目35-7
TEL 03-3730-0087  FAX 03-3730-0088

技術研究所

〒807-0803 北九州市八幡西区千代ケ崎1丁目13-20
TEL 093-602-6547  FAX 093-602-6314

C O M PA N Y  P R O F I L E

日本電測機株式会社
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Specialist

私たちは、
渦流探傷検査のスペシャリストです。

お客様の大切な設備の保守・安定稼働に貢献いたします

日本電測機株式会社
　  代表取締役社長

  属　将 弘

ご 挨 拶

　私どもは、昭和30年代初め、我が国で最初に内挿式渦流探傷

検査を手掛け、昭和40年には弊社を設立し検査業務を本格化

いたしました。以来、電力各社の火力・原子力発電所、石油・化学

プラント、空調用冷凍機、船舶等における熱交換器の検査を軸に、

渦流探傷分野のリーディングカンパニーとして非破壊検査の一翼を

担っております。

　お陰様で平成27年には会社設立50年を迎えることができました。

これもひとえに皆様のご愛顧とご支援の賜物と深く感謝申し上げます。

　弊社の大きな特長の一つは、主要な検査機器をすべて自社で

開発していることです。それによりお客様の多様なご要望や最新の

知見、現場のノウハウを開発や改良にフィードバックし、進化し続

けることが可能になります。

　もう一つの大きな特長は、渦流探傷検査の専門会社であること

です。渦流探傷は奥の深い分野です。専門分野に特化することで、

検査員一人一人の経験と技量を高め、全員が『プロ中のプロ』と

なるべく高い意識で研鑽を積んでおります。

　弊社の使命は、高品質の検査業務を通じて、お客様の大切な

設備の保守・安定稼働を支え、人々に安全と安心をもたらし、社会

に貢献することです。新しい時代に向けて、これからも全力で取り

組んでまいります。

　今後とも益々のお引き立てとご指導ご鞭撻を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。

さっか

　設備の安定稼働は、事業における極めて重要なテーマです。計画外の稼働停止やトラブルを

防ぐためには、正しい状態把握に基づく計画的な対処が欠かせません。

　日本電測機の強みは、オーダーメイドの検査を実現する技術力、高い専門性、そして蓄積された

豊富な経験です。信頼性の高い検査を通じて、お客様の事業をサポートすることが弊社の使命です。
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Vision

本 　 　 　 社 〒807-0803 北九州市八幡西区千代ケ崎1丁目13-20 TEL 093-603-9377  FAX 093-603-9381
九 州 営 業 所 〒807-0801 北九州市八幡西区本城1丁目5-12 TEL 093-603-9388  FAX 093-603-9383
大 阪 営 業 所 〒552-0007 大阪市港区弁天1丁目6-8 TEL 06-6573-8931  FAX 06-6574-5253
小 浜 出 張 所 〒917-0077 福井県小浜市駅前町15-35 TEL 0770-53-3435  FAX 0770-52-5628
名古屋営業所 〒468-0836 名古屋市天白区相川2丁目11 TEL 052-892-9962  FAX 052-892-9965
東 京 営 業 所 〒144-0056 東京都大田区西六郷4丁目35-7 TEL 03-3730-0087  FAX 03-3730-0088
技 術 研 究 所 〒807-0803 北九州市八幡西区千代ケ崎1丁目13-20 TEL 093-602-6547  FAX 093-602-6314

日本電測機株式会社
昭和40年12月
北九州市八幡西区千代ケ崎1丁目13-20
3,000万円
1.各種金属探傷検査請負
2.電磁的金属探傷器の開発
3.前各号に付帯する業務

北九州・大阪・小浜（福井県）・名古屋・東京
三菱東京UFJ銀行北九州支店
西日本シティ銀行折尾支店
100名
ISO9001:2015

社　　名
設　　立
本　　社
資 本 金
営業種目

営 業 所
取引銀行

従業員数
I S O 認 証

高品質の検査技術で、幅広いニーズにお応えいたします。

会社概要 営業所一覧

Network
日本電測機㈱ 本社

（技術研究所）

九州営業所

小浜出張所

大阪営業所 名古屋営業所 東京営業所

高い専門性

独自開発

豊富な経験

own development

high specialization

extensive
experience

信頼性の高い検査によって設備の状態を正しく把握すること。
それに基づいて計画外の停止やトラブルを防ぐことこそ
最高のコスト対策です。

主要都市をカバーした営業拠点で
お客様のご要望に速やかにお応えいたします。

日本電測機株式会社

Needs:（要求） お客様のニーズに応えるべく
Development:（開発） 新しい技術を開発し
Kindness:（優しさ） 常に親切な対応を心がけます

Stamp
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ワークフロー

高品質の検査サービスを提供する優れた人材と最先端の技術。
弊社は渦流探傷検査のエキスパートとして業界をリードする優れた人材を育成するとともに、
最先端の検査機器を開発し、お客様に「高品質の検査サービス」を提供しています。

お客様のニーズに応えるべく
さまざまな検査機器を自社開発しています。

経験豊富で優秀な人材が
高品質の検査サービスを提供いたします。

お客様の期待に沿うべく、検査終了後は迅速
に検査結果をご報告いたします。

必要に応じ内視鏡による検証も
実施いたします。

お客様からご提供頂いた細管を基に、検査結
果との比較検証や新規材質の検査手法の確
立を行い、検査精度向上に役立てています。

Workf low

開　　発 開 発検　　査 現地での検証・報告 検　　証Development Inspection VerificationReport

会議風景

細管の内面

内視鏡 マイクロスコープ

細管の割れや孔食

レーザー変位計
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社会のインフラを守る独自の技術。
弊社の検査業務を支える技術。渦流探傷器はもちろん、プローブコイルなどのセンサーに至るまで
すべて自社で設計・生産したものを使用し、検査を行っています。

弊社の代表的な渦流探傷器です。一般的な検査はMXD6011型、特殊検査やリモートフィールド法での検査
はU-21W型と、検査の用途によって使い分けられます。

渦流探傷器

自社で開発したプローブコイル搬送機です。エアーが使用できない場合も用途ごとに適した搬送機を使用
することで、幅広い検査が可能です。

プローブコイル搬送機

お客様の多種多様なニーズに対応するため、プローブコイルも自社で設計・開発したものを使用しています。

プローブコイル

渦流探傷装置の紹介
Introduct ion  to eddy current f law detectors

MXD6011型

巻き線作業

U-21W型

●エアータイプ

●エアーレスタイプ

PC99型 PCM15型

PC96型 epp-1c型
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探傷検査

豊富な経験と確かな信頼。
積み重ねた実績に基づく高品質な検査。

弊社が誇る渦流探傷検査は、発電
所や各種プラント及び空調機器など
における多種多様な材質・寸法・形
状に対応し、お客様から高い評価と
厚い信頼を得ています。

Inspect ion

内面減肉 アンモニアアタック ドレンアタック

●多種・多様な試験片

●多様な欠陥

●検査風景

お客様の要望に沿った報告書を作成し、機器
に対する適切なアドバイスをいたします。

検査報告書

非磁性体の銅・銅合金・SUS・TTH等の管・板・異形管などの特殊品、磁性体のSTB・SUS（磁性）の管・平板
を含め材質・形状等を考慮し、最適な検査手法をご提案し、検査を行っています。

検査対象

検査対象については柔軟に対応いたします。まずはお近くの営業所までご相談ください。
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応用技術

細管検査以外にもタンク底板や配管など
さまざまな機器の検査が可能です。

測定終了後は、専用ソフトによる解析を行い、
全体図として結果を出力します。これにより、腐
食の分布を把握することができます。

タンク底板・側板連続板厚測定 （電磁石タイプ） 配管連続板厚測定 （永久磁石タイプ）

配管平坦減肉測定 （低周波探傷）

Applicat ion of  technology

タンク底板用スキャナー  
IMZ-8000S

タンク側板用スキャナー 
IMZ-8000Jr

IMZ-8000型

全体図での腐食分布

解析結果と実際の傷

0°

❶❶❶❶

❷❷❷❷
❸❸

❸❸

❹❹
❹❹

大径配管　外面検査

大径配管　内面検査

IMZ-2000S スキャナー

IMZ-2000WS スキャナー

ML-06S スキャナー

ML-06型

IMZ-8000型は、危険物保安技術協会の認可を取得しています。 ●危険物保安技術協会評価番号：危評第0047号
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その他の探傷技術

検査業務を長年支えてきた技術の数々です。一見すると従来通りに見える技術でも、 日々着実に進歩を続けています。

『技術・手法がないなら、我々の手で創る』 それがお客様の様々な ニーズにお応えしてきた、我々の底力です。

Other inspect ion technology

通常検査では対応できないような微小傷や特異な傷に対応すべく、特殊コイルやユニットを開発し検査に投
入しています。その技術は、TTH管（肉厚t0.7）にてφ0.1貫通欠陥の検出に至っています。

特殊検査用コイル・ユニット

PECT-Ⅱは、一般的な一体型でなく、本体を腰等に装着させ表示部を
分離することで、手元の作業負荷を低減しています。橋梁・橋脚を初め
とする鋼構造物の表面や溶接部に発生する欠陥を塗装上から容易に
検出可能な携帯式渦流探傷器です。

ポータブル渦流探傷器 PECT-Ⅱ

炭素鋼鋼管のような強磁性材は、磁気ノイ
ズの影響により通常の渦流探傷検査が適
用困難です。
弊社では炭素鋼鋼管の検査手法としてリ
モートフィールド探傷法や超音波水浸探傷
法を用い、検査を実施しています。

リモートフィールド探傷法

超音波水浸探傷法の技術を応用した
独自の検査システムです。

内挿式超音波水浸探傷法　NDK IRIS

復水器細管の鉄被膜の付着状況（鉄被膜の厚さ）
を確認できます。
鉄被膜測定を定期的に行うことにより、鉄イオンの
注入量をコントロールでき、細管管理に役立てるこ
とができます。

被膜測定器　MIC-21

マルチコイル 高感度コイル 回転ECTユニット

PECT-Ⅱを用いた検査の様子

リモートフィールド探傷法

PECT-Ⅱ本体PECT-Ⅱ表示部

PECT-Ⅱは、国土交通省 新技術情報システムNETISに登録されています。 ●NETIS登録番号：CG-140018-VR　新技術名称：携帯式渦流探傷器（PECT-Ⅱ）

管の平面展開表示

肉厚を色で表示

実機の鉄被膜
MIC-21

実機の欠陥

管の断面表示 管の輪切り表示
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共同開発

様々なニーズに対応すべく自社開発はもちろん
お客様との共同開発により
新しい検査システムの開発を行っています。

Joint  development

主なお得意先

皆さまのご要望にお応えする多くの実績
時代とともに重要性を増す非破壊検査のエキスパートとして、
多くのお客様から厚い信頼を頂いております。

Customers

［用　途］
高速道路・鋼床版の貫通亀裂を舗装上より検出
可能とする装置
阪神高速道路㈱・阪神高速技術㈱との共同開発

［用　途］
高圧電線の素線切れ及び腐食の状況を検出する装置
北日本電線株式会社との共同開発

鋼床版亀裂検査システム　みつけるくんK

鋼床版亀裂検査システム　みつけるくんK

電線劣化検出装置

電線劣化検出装置

電線上を自動走行し腐食を検出

火力・原子力発電所　タービン復水器・冷却器等細管　探傷検査
関西電力株式会社殿
九州電力株式会社殿
四国電力株式会社殿
中国電力株式会社殿
中部電力株式会社殿
東北電力株式会社殿
北陸電力株式会社殿
北海道電力株式会社殿
日本原子力発電株式会社殿
原電エンジニアリング株式会社殿

大分共同火力株式会社殿
戸畑共同火力株式会社殿
株式会社シグマパワー有明殿
和歌山共同火力株式会社殿
酒田共同火力発電株式会社殿
相馬共同火力発電株式会社殿
明海発電株式会社殿
関電プラント株式会社殿
西日本プラント工業株式会社殿
株式会社中部プラントサービス殿

中電プラント株式会社殿
四国計測工業株式会社殿
北陸発電工業株式会社殿
東北発電工業株式会社殿
株式会社小月製鋼所殿
大阪ガス株式会社殿
株式会社ガスアンドパワー殿
三菱重工業株式会社殿
三菱日立パワーシステムズ株式会社殿
三菱日立パワーシステムズ検査株式会社殿

石油精製・石油化学プラント等熱交換器細管　探傷検査
三井化学株式会社殿
三菱ケミカル株式会社殿
住友化学株式会社殿
東燃化学株式会社殿
東燃ゼネラル石油株式会社殿
コスモ石油株式会社殿

丸善石油化学株式会社殿
昭和四日市石油株式会社殿
JSR株式会社殿
帝人株式会社殿
東ソー株式会社殿
株式会社トクヤマ殿

日本精蠟株式会社殿
株式会社ダイセル殿
セントラル・タンクターミナル株式会社殿
日揮プラントイノベーション株式会社殿
新興プランテック株式会社殿
株式会社日本触媒殿

金属工業自家発タービン復水器及び熱交換器等細管　探傷検査
新日鉄住金株式会社殿
株式会社神戸製鋼所殿
三井金属工業株式会社殿

知多エル・エヌ・ジー株式会社殿
日新製鋼株式会社殿
日新工機株式会社殿

ダイハツディーゼル株式会社殿
太平洋セメント株式会社殿

空調機器サービス冷凍機等細管　探傷検査
荏原冷熱システム株式会社殿
川重冷熱工業株式会社殿
ダイキン工業株式会社殿
新潟原動機株式会社殿

日本空調サービス株式会社殿
三菱ビルテクノサービス株式会社殿
新菱冷熱工業株式会社殿
正栄株式会社殿

株式会社関電エネルギーソリューション殿
株式会社IHI回転機器殿
日本水処理工業株式会社殿

その他
阪神高速技術株式会社殿
日本ファブテック株式会社殿

北日本電線株式会社殿 日立造船株式会社殿

船舶 熱交換器細管　探傷検査
川崎重工業株式会社殿
日本郵船株式会社殿
佐世保重工業株式会社殿

ジャパンマリンユナイテッド株式会社殿
三井造船株式会社殿
株式会社ニチゾウテック殿

三菱重工業株式会社殿
三菱ふそうトラック・バス株式会社殿

（順不同）

舗装上より貫通亀裂を検出

鋼床版

舗 装

貫通亀裂
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会社沿革
History

昭和33年 6月 インナープローブ探傷器による検査開始
昭和40年 12月 資本金1,000万円で日本電測機株式会社を設立
  新製品ダイアナグラフ（全トランジスタ）の販売を開始
昭和43年 4月 大阪営業所を開設
昭和46年 1月 コアレスコイルの特許取得 
昭和47年 3月 東京営業所を開設
 4月 二元式携帯用ダイアナグラフ206型を開発
昭和49年 4月 製品名をウルトレイと改称
 5月 ポルトガル営業所を開設
昭和51年 3月 超電磁波探傷法、米国で特許取得
昭和52年 8月 超電磁波探傷法、英国・仏国で特許取得
 12月 強磁性金属材料の探傷検査機及び特殊コイルを開発
昭和53年 9月 二元同時記録式渦流探傷法による本格的検査業務開始
 10月 超電磁波探傷法の特許取得
昭和54年 11月 小浜出張所を開設
昭和56年 7月 資本金2,000万円に増資
 12月 三元式渦流探傷装置ND-382型を開発
昭和57年 4月 名古屋営業所を開設
  ポルトガル営業所は現地企業に譲渡
昭和58年 10月 四周波渦流探傷装置U-21-1型を開発
昭和60年 1月 技術研究所を開設
 11月 四周波渦流探傷装置U-21-2型を開発
昭和61年 3月 自動読み取り装置を開発
 4月 検査データのコンピュータ処理開始
 7月 資本金3,000万円に増資
昭和62年 1月 全自動プローブキャリヤを開発
 4月 管板部検査手法の開始
平成元年 9月 記録計RC-2000型を開発
 12月 新社屋（本社・技術研究所）竣工
平成4年 9月 PC92型プローブキャリヤを開発
平成8年 4月 被膜測定器MIC-21型を開発
 12月 PC96型プローブキャリヤを開発
平成9年 2月 RT3208N型記録計の導入
平成11年 3月 新型自動読取装置GY-99を開発
 4月 PC99型プローブキャリヤを開発
平成13年 12月 ISO9002を取得
平成14年 4月 支持板劣化検出装置MR2002型を開発
 8月 高精度回転ECTユニットを開発
  探傷波形取込装置データロガー、DL-02を開発

平成15年 10月 SUS配管探傷装置MT-04型を開発
 12月 ISO9001を取得
  WR1000型記録計の導入
平成16年 1月 デジタル型探傷器ND-382D型を開発
平成17年 2月 簡易型プローブキャリヤepp-1c型を開発
平成18年 3月 SUS平板・溶接部割れ検出手法を開発
 6月 炭素鋼配管検査装置ML-06型を開発
  屋外タンク底部連続板厚測定装置IMZ-8000を開発
 9月 SUS配管検査装置ML-06AT型の開発
 12月 デジタル型探傷器U-21W型を開発
平成19年 4月 IMZ-8000型 危険物保安技術協会の認可を取得
平成20年 5月 U-21W型リモートフィールド法の開発
平成21年 2月 RA2300型記録計の導入
 12月 大阪営業所移転
平成22年 3月 東京営業所移転
  タンク側板用スキャナーIMZ-8000Jrの開発
 6月 ポータブル探傷器PECT-Ⅰ型の開発
平成24年 2月 水浸超音波探傷システムNDK IRISの開発 
平成25年 4月 配管用スキャナーIMZ-2000Sの開発
 7月 配管用スキャナーIMZ-2000WSの開発
平成26年 8月 ポータブル探傷器PECT-Ⅱ型の開発
  国土交通省の新技術情報システム（NETIS）に登録
平成28年 4月 ハイブリッド型デジタル探傷器MXD6011型の開発
  軽量型キャリヤPCM15型の開発
 12月 東京営業所移転

ND-382D型

U-21W型

MXD6011型

MD-206MX型

MD-206M型

ND-382型

U-21-2型


